
  

 

 

 

 

 

 

 

 

①授業者が決定しました！ 

 
 ※情緒学級については、７月、8 月、１１月が自立活動、１月が教科指導の授業を予定しています。 

 

②指導案について 

 ６月１９日（月）の研修日までに、準備をお願いします。 

 授業者だけではなく、学年やブロックでつくり上げるという意識で進めてください。 

 低・中・高ブロックは、４月の提案授業の指導案の型を基に作成してください。Ａ４、2 枚です。フォントサ

イズは変更可です。 

特支ブロックは、研究部の特支担当から提案される指導案の型を基に作成してください。個別目標があります

ので、枚数に指定はありません。 

 ７月のブロック研後に、指導案の型についても意見をもらい、８月の全校研で修正し、公開研ではその型を使

って作ることになります。 

  

③仮説の視点について 

 仮説１と仮説２から、少なくとも１つずつはブロックで考える視点を入れましょう。 

 提案授業ではイメージを共有するために、仮説の視点をいくつか入れましたが、多いと授業でやることも増え

てしまうので、１，２つずつ絞るのがよいかと思います。 
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 提案授業では、 

 仮説１について、「疑問」「ふりかえり」「ゴールの見える課題」 

 仮説２について、「自己決定・選択」「見通し」「時間の保障」「トライ&チャレンジ」 

 などの視点を取り入れました。 

 同じような視点で、各学年や各教科・活動にあった指導案を考えてもよいですし、ブロックで新たな視点を考

えてもよいと思います。 

 

④プレまでに学年やブロックでできること 

 発表の仕方、ふりかえりの活用、まとめ方、友達の考えを聞くときの比較の視点のもち方などは、数日で育つ

ことではありません。この１か月、子どもにいくつかアイテムを与えることで、子どもたち自身で「やってみた

い」と“やっと”動き出せるのだと思います。なにもアイテムが無い状態では、「うごけ～」とこちらが言葉をか

けても、学び始めることができないかもしれません。指導案ができてからではなく、学年で身に付けさせたい技

能をあらゆる教科で身に付けさせてあげ、本時ではのびのびと学習させてほしいと思います。 

 ちなみに、私は、「youtuber のように説を検証しよう」とか、「比較して、気付いたことをたくさん話そう」

などと、本時につながる思考形成をいろいろな学習で、いろいろな形で行いました。 

 

⑤プレ研について 

 プレ研は、たくさん考えた内容を、そぎ落とす作業になります。プレを２回行って子どもの姿に合うものを探

ってください。２回（３回）できるうちの１回は、学年プレでもかまいませんが、もう 1 回は、必ずブロック全

員で見合うようにしてください（トラブルがあったり、不登校の子が登校したりしたときは勿論そちらを優先し

てください）。時間割をつくるときにも言葉を掛け合い、日程が決まったら忘れず穐山に報告お願いします。 

 プレ研を数回行えるのは、豊成小の強みでもあります。 

 今年度の授業は、学級担任が行ったほうが子どもとのやり取りがうまくいくだろうという話を、提案授業でし

ました。しかし、若手の先生方には、どんどん自分で授業を行い、子どもの反応の感触を確かめて欲しいとも願

っています。進んで授業者になり、プレ研をさせていただきましょう。 

 

⑥事後研について 

 ブロックで授業を行った教室で、事後研を行います。７月はエリア公開としています。稲田小や南町中学校の

先生にも呼び掛けますので、来られることを想定しておいてください。 

 公開研に向けて、「うちのブロックはこう考える！」という方向性の見える７月になったらよいなと思ってい

ます。 

 ７月３日の授業研では、低学年ブロックの先生方は、各ブロックに数名ずつ分かれて参観してください。 

 

 今後の授業研についてですが、 

☆支援在籍児童がいる交流学級の先生は、特別支援の授業研を参観してもよいこととします。 

☆支援の担当学年の授業研も、同じく参観してもよいこととします。 

☆１月の授業研は、自由参観（違うブロックや学年の授業を観に行ける）としようと考えています。 

 

わからないことや困ったことがあれば、研究部員や穐山まで、なんでも尋ねてください。 

運動会が終わったばかりですが、計画的にお願いします。 

 

【連絡】６月１２日の学習会は、都合により、７月１３日に変更となりました。ご承知おきください。 


